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マスコミ(一般の人)の誤解
1 明石海峡は潮流が激しく一二九が弔故の原因?
皇呉り
2 自然瀬岸を埋め立てて破壊したことが､事故の
原因? 誤り
'L日々の波浪が原囲
2この海岸は以前から海摩偉宜が激しく､それを
防ぐ1=めの海津保全匝艶として魂瞭
埋め立てはすべて悪という安易な既成概念
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さらなる誤解
･海岸度食が激しいのは､潜流が激しいか
ら :誤り
･海岸草食は風による波によって生じる｡潮
流は無関係
･この付近の海岸は柔らかい土質
･戦後背後地の開発で土砂の流入減少
公共事業の特殊性
通常のメー カー による製品の場合は､消升
者に選択の余地があるC
公共事業によるサービスの提供では､利
用者に選択の自由がない｡
この相連は､公共乎糞に携わる技WT者は
他の技術者以上に古い倫理感を持たなけ
ればならないことを示している｡
倫理に反することはなかったか?
･法的な罪の有無と､倫理とは別
･ 設計､施工､管三塁の段階で事故が予想出
来なかったか?
･仮に出来ていたとして､どのような行動が
可能であったか?
レポート課題
今日私が話した内容に関して､
諸君の意見(異論､反論期待)を述べよD
-90-
